研究実施受託契約書

1． 医薬品の名称

2． 研究の内容・目的

　　３．研究期間　　　　　令和　　　年　　月　　日承認日から

　　　　　　　　　　　　　令和　　　年　　月　　日まで

　　４．研究予定症例数　　　　　　　　　　　　例

　　５．1調査票あたりの
受託料の額　　　　　　　　　　　円（このうち消費税　　　　　　円）
　　　　管理的経費　　　　　　　　　　　円（このうち消費税　　　　　　円）
※管理的経費は原則受託料の10％とする

　　　　　
　　上記について　　　　　　　　　　　を甲とし、山口赤十字病院を乙として、

　　次の条項により研究実施契約を締結する。

第1条 乙は、頭書の研究受託料の額をもって、頭書の研究医薬品の課題・内容の実施

　　　（以下「研究業務」という。）を受託するものとする。

　　　　　乙は、本研究業務に関する担当者を次のとおり定める。

　　　　　　　担当診療科：

　　　　　　　担当診療部長：

　　　　　　　担当医師：

　　　　　　（全員の氏名を記載）

第２条　甲は、この契約が締結されたときは、乙の指定する期間内に、研究受託料および
管理的経費を乙に納付しなければならない。

第3条 甲が、納付した研究受託料および管理的経費は、原則としてこれを返還しないものとする。

ただし、止むを得ない理由等により、研究業務を中止した場合において、特

に必要があると乙が認めたときは、不要となった本受託料の額の範囲内にお

いて、その全部または、一部を返還することが出来る。

第4条 甲は、第1条により契約した研究を一方的に取消し、または中止することは

できない。

　　第5条　研究業務の期間中に於いて、研究の中止、内容、受託料、管理的経費または期間の変更等が必要となったときは、甲乙両者協議のうえ、契約の変更を行うものとする。

　　　　第6条　研究受託料により、取得した設備、備品等は乙に帰属するものとする。

第7条 研究業務が終了したときは、乙は甲に対して必要に応じて報告書を提出するも

のとする。

第8条 乙は、本研究を実施することにより得られた結果等を公表または第三者等に開示

する場合には、あらかじめ甲の同意を受けるものとする。

２　甲は、前項において乙が学術的意図に基づき学会等に発表する場合は、甲は

これを拒んではならない。

ただし、甲の業務上の秘密に属する場合はこの限りではない。

第9条 甲は、研究業務を行うにあたって必要な情報を随時乙に提供するものとする。

２　甲は、本研究の結果が確定した場合は速やかに乙に報告するものとする。　

第１０条　この契約に定めない事項または、この契約の条項に疑義が生じたときは、甲乙

　　　　　協議のうえ、別に定めるものとする。

上契約の締結を証するため、この契約を2通作成し、双方記名捺印のうえ、各自1通を

保存するものとする。

令和　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（甲）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（乙）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口県山口市八幡馬場５３－１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　綜合病院　山口赤十字病院

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　院　長　　末兼　浩史　　　印

　　　　　　　　　　　　
